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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・職員旅行の行程表を掲示板で確認し、不参加の場合は行事委員へ不参加届を提出するように。

・今年度上半期の目標を速やかに作成するように。
・事故発生時の連絡について
　事故発生のメールが高齢領域に送信されていなかったため高齢領域にもメール送信することと、介護保険を利用している場合には担当ケアマネジャーへの連絡も行うこと。

・プログラム6月分について、
テキスト⇒5月27日（月）まで。プログラムについて不明な点は馬場さんへ。

＜研修・勉強会＞
・菅原AOMより研修案内

認知行動療法、精神科アセスメント、SST、向精神薬の基礎知識についての研修。

・平賀IOOより研修案内

　はちのへ地域ＳＡセミナー
　日時：6月20日(木)　19:00～21:00

　場所:八戸パークホテル　1階　マグノリア

　※申し込みは6/14(金)正午までにWIZメールで申し込むこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・富田　紀子　様～9：48椅子の脚に躓き、転倒し後頭部を打っている。怪我等の確認をすると後頭部に3ｃｍ×3ｃｍの膨張あるが他外傷はなく、痛みの訴え等もない。9：50バイタル確認、血圧128/62mmHg、脈拍80回/分。上記内容を関係機関に報告、外来医師より血圧に異常が無ければ経過観察の指示がある。本人は「大丈夫です」と笑顔で答え、普段通り過ごしている。
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供があり、昨日本人の訴えていたバイアスピリンの服用忘れは、確認すると別の物であった。SG顆粒を今朝までに5つ服用しており、薬事情報の記載内容と異なる服用をしている。理由については「頭痛を飛ばす為に多めに飲んだ」と話しており、理解が乏しい様子が窺えている。また伴内科にて処方された頓服薬を毎日飲んでいることもあり、世話人より服薬の仕方について説明しており、デイケアでも服薬の仕方の確認や説明をして欲しいとのこと。昼食後、静養室で休養希望があり休んでいたが、嘔気ありトイレで白色様の吐物があったと本人より報告がある。昼食後すぐに横になると、食べた物が逆流する事がある為30分以上は座って過ごすように促している。
・石井　幸子　様～65歳、統合失調症の方。青南病院西病棟入院中で、午後見学予定となっている。主治医は田名部Dr.で、退院後は日中活動の場として週3回の利用を勧められている。
・天間　彩乃　様～体験利用を3ヶ月程行っているため、利用について6月に話し合いを行っていく予定としている。

デイナイトケア

・板橋　利美　様～昨日の夕食は、主食、副食各1/3量残食している。青風荘より情報提供があり、今朝は副食2/3量残食している。本日のデイナイトケアでは、朝のミーテング時に、左肩が痛いことを話している。最近両足に重りを付けて歩行しており、無理しないよう伝えていたが、本日は重りを外している。無理せず、徐々に減量できるよう、食事について(間食）、身体(運動）についてアドバイスしていく。
・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供があり、昨日鹿内歯科受診し歯のクリーニングを行っていたとのこと。次回は、6月に受診の予定であると申し送りがある。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、今朝5：40「包丁ありますか？」と取りに来るため、危ないので渡せないことを伝えると、「分かりました」と返答していたとのこと。内容は聞き取れないが、早口で話しており妄想様の発言が聞かれていたとのこと。6：45、キッチンに入っている所をスタッフが発見している。振り返りを実施し、どうして包丁が必要なのか尋ねると、水戸黄門の1シーンで切腹をしていたとのこと。「切腹の真似をしようと思ったのでしょうか」と自ら話している。「キッチンに入って、戸を開けようと思って」「幸いにも来てくれて良かった」と話すため、切腹したらどうなるかわかりますかと問うと、「腹が切れて」「花の1本、2本、持って来てくれるでしょう」と話しており、神様、霊界発言も聞かれていたとのこと。気分、体調については、変わりなく笑顔見られており、いつもの生活しましょうと声を掛けしていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、表情良く運動プログラムに取り組んでいるが、時折静止することや、横向きでレクダンスに参加する場面も見られている。引き続き様子観察していく。

ナイトケア

・村上　元道　様～昨日来所時、アパート情報誌で目星をつけた物件をスタッフに見せて
いる。自分なりに、選んだポイントについて話しており、職場や病院
に通いやすい場所を選んでいる。また、生活保護担当者にも相談して
おり、情報誌以外に、スマートフォンでの物件探しや、直接不動産屋
に行って物件を紹介してもらいたいと思っていると話しており、青明
舎のスタッフに同行してもらいたいとの希望が聞かれている。声高に
なることはなく、落ち着いて過ごしている。
・下妻　康貴　様～村上元道様が持ってきたアパート情報誌を見ており、気になる物件が
あると情報誌を開いて見せ、家賃は現在の収入で何とかやり繰りでき
そうだと話している。その後、見ていると気になるからと元の場所に戻している。

・富塚　勝幸　様～母様より17：15頃に電話があり、本人がまだ帰って来ない、何時にデイケアを出たのかとの問い合わせあり。16：00過ぎには出ており、送迎に出たスタッフが田面木のバス停で16：05頃と16：20頃に見かけたことを伝えると、もう少し待ってみると話し電話を終了する。17：50頃母様より再度電話があり、先程帰宅したとのことで、遅くなったのはバスに乗り間違えたらしいとのこと。

＜事故振り返り＞

・富田紀子様の転倒事故についての振り返りを実施。
　事故発生日時：5月21日(火)　9:48

　事故発生の経緯：9：48転倒、椅子の脚に躓き、後頭部を打っている。怪我等の確認をすると後頭部に3ｃｍ×3ｃｍの膨張あるが他外傷はなく、痛みの訴え等もない。9：50バイタル確認、血圧128/62mmHg、脈拍80回/分。上記内容を関係機関に報告、外来医師より血圧に異常が無ければ経過観察の指示がある。本人は「大丈夫です」と笑顔で答え、普段通り過ごしている。

　事故の原因と対策：

・移動する際に狭い場所を通ろうとして、足元を良く見ずに歩き、椅子の脚に躓いてし

まった。

・以前より、歩行状態が不安定で、ふらつきやよろめくことがあり、グループホームでは何度か転倒することもあったが、デイケアでは転倒などがなかった為、スタッフ間で歩行状態についての情報共有が不十分だった。

　　⇒本人の歩行状態について、スタッフ間で周知を図り、必要に応じて声をかけるなど

して注意を促していく。

　　　テーブルや椅子の配置を工夫する。

※今後の対応として、徐々に歩行状態の不安定さが進んでおり、グループホームでの生活

が困難となってくると思われることから、介護保険への移行も検討していかなければな

らないのではないか。

